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1. 2023年3月期第1四半期の業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 3,343 ― 150 ― 135 ― 89 ―

2022年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 5.16 5.09

2022年3月期第1四半期 ― ―

(注) 2022年３月期第１四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2022年３月期第１四半期の数値及び2022年３月期第１四半期並びに

2023年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 11,761 7,082 60.2

2022年3月期 12,022 7,253 60.3

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 7,082百万円 2022年3月期 7,253百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 7.50 ― 7.50 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,412 ― 703 ― 715 ― 445 ― 25.67

通期 14,900 7.3 1,750 △3.8 1,770 △3.5 1,100 △4.0 63.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年３月期第２四半期については四半期財務諸表を作成していないため、対前年同四半期増減を記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 17,333,000 株 2022年3月期 17,333,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q ― 株 2022年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 17,333,000 株 2022年3月期1Q 15,203,000 株

(注) 2022年１月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施いたしました。発行済株式数（普通株式）は、前事業年度の期首に株式分割が

行われたと仮定し算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症に係るワクチン接種の普及や、まん

延防止措置等重点措置の解除の効果などにより経済社会活動の正常化がすすみ、個人消費等に持ち直しの動きが

みられるものの、ウクライナ情勢の長期化、中国におけるゼロコロナ政策によるロックダウンの影響、世界的な

資源・エネルギー価格の高騰、円安の急伸などから、景気の先行きは、依然として不透明な状況が続いておりま

す。

主として荷物用エレベーターの製造・販売、据付及び保守・修理を展開する当社においては、鋼材をはじめと

する資材価格の高騰や、急速に進行する円安による資材輸入価格の上昇が、足下の収益を押し下げております。

その一方で、eコマース市場の拡大、物流施設の大型化、生産拠点の国内回帰という市場環境の中、受注状況は

堅調であり、「安全」「堅牢」「融通性」という基本コンセプトを守りながら、顧客に提供する価値の最大化を

図っております。また、一部資材の国内調達への切り替えや、内製化によるコストメリットの追求とともに、新

規受注案件における価格転嫁を進めております。

以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は3,343百万円、うち「エレベーター（船舶用を除く）」の

売上は1,807百万円、「船舶用エレベーター」の売上は113百万円、「保守・修理」の売上は1,422百万円となり、

営業利益は150百万円、経常利益は135百万円、四半期純利益は89百万円となりました。

なお、当第１四半期会計期間末における受注残高は13,075百万円（前事業年度末は11,483百万円）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期会計期間末における総資産は、11,761百万円(前事業年度末12,022百万円)となり、261百万円減少

しました。これは主に、仕掛品の増加195百万円、原材料及び貯蔵品の増加114百万円、現金及び預金の増加62百

万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少718百万円によるものです。

(負債)

当第１四半期会計期間末における負債は、4,678百万円(前事業年度末4,768百万円)となり、90百万円減少しま

した。これは主に、未払法人税等の減少356百万円、前受金の減少99百万円、支払手形及び買掛金の増加87百万円

によるものです。

(純資産)

当第１四半期会計期間末における純資産は、7,082百万円(前事業年度末7,253百万円)となり、170百万円減少し

ました。これは主に、配当金の支払259百万円、四半期純利益の計上による増加89百万円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、2022年5月13日の「2022年３月期 決算短信[日本基準](非連結)」で

公表しました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。

今後業績予想の修正の必要性が発生した場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,949,479 4,011,930

受取手形、売掛金及び契約資産 3,631,905 2,913,477

仕掛品 804,778 1,000,466

原材料及び貯蔵品 458,613 572,777

その他 24,580 30,784

流動資産合計 8,869,358 8,529,437

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 369,169 369,253

土地 1,204,447 1,204,447

その他（純額） 219,262 218,703

有形固定資産合計 1,792,879 1,792,405

無形固定資産 148,768 166,369

投資その他の資産 1,211,367 1,273,111

固定資産合計 3,153,016 3,231,887

資産合計 12,022,374 11,761,324
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,368,516 2,456,231

１年内返済予定の長期借入金 116,284 91,078

未払法人税等 401,773 45,411

前受金 276,905 177,219

工事損失引当金 231,729 233,113

製品保証引当金 12,589 18,131

その他 616,216 903,789

流動負債合計 4,024,016 3,924,975

固定負債

長期借入金 13,316 8,315

退職給付引当金 128,127 132,433

役員退職慰労引当金 528,317 537,769

資産除去債務 34,151 34,197

その他 41,031 40,720

固定負債合計 744,945 753,437

負債合計 4,768,961 4,678,412

純資産の部

株主資本

資本金 1,058,533 1,058,533

資本剰余金 910,708 910,708

利益剰余金 5,240,134 5,069,568

株主資本合計 7,209,375 7,038,809

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 44,038 44,102

評価・換算差額等合計 44,038 44,102

純資産合計 7,253,413 7,082,912

負債純資産合計 12,022,374 11,761,324

　



守谷輸送機工業株式会社(6226) 2023年３月期 第１四半期決算短信（非連結)

－5－

（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 3,343,465

売上原価 2,760,131

売上総利益 583,333

販売費及び一般管理費 433,007

営業利益 150,325

営業外収益

受取利息 0

受取配当金 4,291

不動産賃貸料 1,044

作業くず売却益 21,140

その他 1,850

営業外収益合計 28,328

営業外費用

支払利息 96

為替差損 37,342

債権売却損 5,715

営業外費用合計 43,154

経常利益 135,499

税引前四半期純利益 135,499

法人税等 46,069

四半期純利益 89,429
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。

（セグメント情報等）

　 当社は、「エレベーター事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

生産・販売実績 (単位：百万円、％)

売上種類の名称
当第1四半期 前事業年度

生産高・販売高 生産高・販売高 前期比

エレベーター

（船舶用を除く）
2,134 6,999 98.5

船舶用エレベーター 96 455 77.1

保守・修理 1,422 6,199 106.5

　計 3,653 13,654 101.0

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．「船舶用エレベーター」には部品の販売額が、「保守・修理」には保守点検業務にかかる受託金額がそれぞ

れ含まれております。

受注実績 (単位：百万円、％)

売上種類の名称
当第1四半期 前事業年度

受注高 受注残高 前期末比 受注高 前期比 受注残高 前期末比

エレベーター

（船舶用を除く）
2,857 10,657 107.3 9,216 132.0 9,933 128.7

船舶用エレベーター 258 878 122.6 601 127.8 716 125.5

保守・修理 1,123 1,539 184.9 2,576 121.9 832 136.6

　計 4,239 13,075 113.9 12,394 129.6 11,483 129.1

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．「保守・修理」については、修理・改修業務にかかる受注高及び受注残高を記載しており、保守契約に基づ

く保守点検業務については、受注から売上までの期間が短いため、受注高及び受注残高に含めておりませ

ん。

３．上記金額のうち外貨建については、㈱三菱ＵＦＪ銀行が公表した各期末日におけるＴＴＭ(公表仲値)によっ

て円換算しております。

　


